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日本建国は災害対策から
　１月７日、首都圏１都３県に新型コロナウィルス対策として緊急事
態宣言が発出されました。１３日には他７府県にも緊急事態宣言が
出され、感染拡大に歯止めが掛からない状態です。
　いま現在(１月１３日)ではまだ大分県内の感染者数は緊急事態
宣言を要請するほどの感染拡大には至ってはいませんが、予断を
許さない様相を呈しているのも事実であり、今まで以上の感染防止
対策に取り組まなければなりません。会員の皆様にはより一層の感
染防止に努めて頂くようお願い申し上げます。
　他方では、このコロナ禍に加え、南海トラフ地震への備えも大切
です。古来より「天災は忘れた頃にやってくる」と言われていますが、
実際には「天災は続けてやってくる」、これが災害大国に住む私達
日本人の昔からの歴史観です。
　１８８５年に起きた安政の大地震、この時にはコレラが大流行し、
約２４万人が亡くなったと言われています。そして今、感染拡大を続
けているコロナ禍、この瞬間起きてもおかしくない南海トラフ地震を
考えるだけでも暗い気持ちになってきます。しかし現在の技術力で
は地震発生の予測はできず、故に日頃からの事前対策が重要に
なってくるのです。
　災害大国である日本は、建国時に自然災害に対する心構えを説
いていました。初代天皇である神武天皇の「建国の詔」には下記
の一文が記されています。
　「神から授かったこの日本は徳の国である。徳というのは『まっす
ぐな心でいきる』こと。つまり一部の人間が巨大な利権を得、民衆が
収奪されるのではなく、皆が正しい心でまっすぐに生きていける国と
して神より授かったのである。災害の多い国なのだから皆で手を取
りあって、お互い助け合わなければ日本人は生きていくことはできぬ
」と。（日本書紀を意訳）国家の起源として「和」を重んじている国は
世界の中でも日本だけです。
　爆発的に感染者が増えているコロナ禍の今こそ、現代を生きる
私達が重ねて日本建国の精神や理念を見つめ直し活かせること
ができたならば、近い将来を大きく変えられるのではないでしょうか。
　災害はいつ襲ってくるのかは誰にもわかりません。だからこそ事
前に準備し、周りの人達と常に助け合う気持ちをもって暮らしていく
ことが大切です。
　前回も述べさせていただきましたが、今の悲壮感漂う世の中なら
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我等の集い

ば尚のこと、来てもいない未来に一喜一憂せず、いまこの瞬間瞬間
を共に喜び共に補っていきましょう。
　全国的にコロナ感染者が急増している現状を鑑みると、当クラ
ブの例会もいつ休会となってもおかしくはありませんが、こればかり

は私達が打開できる話ではありません。いま私達がしなければなら
ないことは、感染予防を徹底し自身と大切な人を守ることです。
　今後の例会がどのようになるのかは分かりませんが、この瞬間の
この例会は心ゆくまで楽しんでいきましょう。
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★髙野　太会長（1口）
会員の皆さまがコロナ禍何事もなく新年を迎えられたことに感謝して一口させて頂きます。
★木村　成淑会員（1口）
当社、副代表　木村　優が写真のワールドカップの日本代表に九州でただ1人選ばれましたことを記念して。
★藤本　保会員（2口）
ドライブスルー方式の発熱外来・検査（PCR）センターが稼働しニュースになりました。
COVID-19（新型コロナ感染症）対応のためのものです。皆様へも周知もかねて1口させていただきます。
1月9日（土）に71歳になります。めでたいとは思いませんが記念に1口します。
★吉良　昌一会員（1口）
新会員おめでとう！一緒にロータリー楽しみましょう。
★河野　聡会員（1口）
私の紹介で初めて会員となった阿南　亜由美さんが今日から仲間に加わります。
その喜びと皆様に親しくしていただけるようお願いして1口。
★髙橋　道成会員（1口）
本日より友人である菅原さんがご入会された事を大変嬉しく思います。1口させて頂きます。

「今年の抱負」を一言ずつリレートーク行いました。

〈卓話の時間〉 （1月6日） 入会報告

新会員のシン　ジェホさんです。

宜しくお願い致します。

例会の予定

■ 1 月25日（月）

■ 2 月 1 日（月）

■ 2 月 8 日（月）

■ 2 月15日（月）

職業奉仕の卓話　大森克麿様（大分キャピタル）
ゲスト卓話
㈱三井住友銀行　大分支店長　桑山  上様　
地区補助金セミナー報告　全員協議会
ゲスト卓話　RCC

幹事報告

・第1回国際End Polio Now囲碁トーナメントの御案内

理事会報告

1月6日（水）13：35～13：50

（髙野、吉田、髙山、坂本、河野、穐田、髙橋、門脇、清水）

議題１、プログラムについて　確認

１月プログラム
　1/18㈪　シン ジェホ会員・阿南　亜由美会員の卓話
　1/25㈪　職業奉仕の卓話
　　　　　RI2720地区ガバナーエレクト　大森　克磨様
２月プログラム
　2/ 1㈪　ゲスト卓話
　　　　　㈱三井住友銀行　大分支店長　桑山 上様
　2/ 8 ㈪　地区補助金セミナーの報告と
　　　　　次年度のプロジェクト全員協議会①
　2/15㈪　RCCの卓話
　2/22㈪　コンパルホール昼例会
　　　　　会員卓話（チャーターメンバー2名）
<訂正＞

　1月理事会　新会員職業分類について
　菅原　直美氏
　給排水衛生工事　株式会社城南設備工業　専務取締役へ変更

新会員の阿南　亜由美さんです。

新会員の菅原　直美さんです。
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